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　　　　シ ョ ウ ジ ョ ウ バ エ 幼虫に対する近紫外光

の 酸化的傷害作用

C粮岸 友惠 ，林 宏 恵 寺尾 美枝 （岡山大 ・薬）

【目的】我 々 は 、太 陽光紫 外線 の うち近 紫外 光

（UVA ：320−400　nm ） が突 然変異を誘発す る こ と

を、シ ョ ウ ジ ョ ウバ エ 体細胞突然変異検出系を用 い

て 明 ら か に し て い る 。 UVA の 細 胞傷 害の 要 因と

して 酸化的傷 害 が あ げ ら れ て い る 。 代 表的 な

DNA の 酸化的傷害 と し て 、　 UVA 照射幼虫 DNA

中の 8・oxodeoxyguanine 生 成 量 を測 定 した が 変異

原性 が検出さ れ る UVA 線量に お い て も増加 は観

察 され なか っ た 。 今 回、superoxide 　radical （02
’
〉の

関与 を 検討 す る た め 、paraquat感受性 の 尿 酸欠損

株 を用い て実験 を行 っ た cparaquat は 02冒を 発生

す る こ と に よ っ て 殺草作用 を示すこ とが知 られ て

い る除草剤で ある 。 また、尿酸は動物 体内 で抗酸

化活性を示 し て い る と考 えられお り、こ れ を欠損

して い る シ ョ ウ ジ ョ ウ バ エ は paraquatに 高い 感受

性 を示す e

【方法】UVA 照射 に は、ブ ラ ッ ク ラ イ ト（320−400

nm ）を用 い 、プ ラ ス チ ッ ク シ ャ
ー

レ に 入れ た 3 齢

幼 虫に 上部 か ら軟質 ガ ラ ス を通 して 照射 した 。

3！Onm を中心 波 長 に も つ 健 康ラ ン プ CUVB ）を

照射 した場合と比 較した。照射後飼育培地 に移 し、

羽化 して きた 成虫 の 数 を計 数 して 照 射 に よ る 生存

率 の 変化を調 べ た 。 paraquat感受性尿 酸欠損 株と

して ry506 及 び y 　v　mal 、野生 株に は Oregon−R お

よび Hikone −R を用 い た。

【結果 ・考察】UVB 　8　kJ加 2 照射で の 生存率は 、

尿酸 欠損株で 19e 以 下 、 野 生株で 約 30％ で あ っ

た 。

一
方、UVA 　250　kJfm2 照射に お い て は、野生

株で は生存率 に変化は 見 ら れ なか っ たが 、尿酸欠

損 株 で は 約 50％ に 低下 し た 。 こ の 結果 か ら 、

UVB よ りは 弱 い が UVA 照射 に よ っ て もシ ョ ウ

ジ ョ ウ バ エ 幼虫体内に superoxide 　radical が生成 し、

細胞障害 を誘発 して い る可能性が示唆 され た。
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　近紫 外光照 射 に よ る体細胞 突然 変 異 と UV

photoproductsの生成
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　 【目 的】我 々 が 日常さ ら されて い る紫外線 は

UVB 　290 −320　nm 及び UVA （近紫外光）320−400
nm で ある 。 その うち UVA は短波長紫外線 に比 べ

透過力が 強 く皮下 組織に まで達するため 、 その 生

物学的効果を研究する こ とは 重要で ある 。 我々 は

シ ョ ウジ ョ ウバ エ の 体細胞突然変異検出系 （翅 毛

ス ポ ッ トテ ス ト》を用 い て 、 UVA の うち 320 −340
nm の 光 が突然変 異 を誘発 す る こ と を明 ら か に し

て い る 。 今回、UVA に よ っ て 引き起 こ され る体

細胞突然 変異の 原因 と して、 UV 　photoproducts
（cyclobutane 　thymine　dimer、6・4　photoproducts）
との関連 に つ い て検討 した。

　 【方法】 シ ャ
ー

レ 中 の シ ョ ウジ ョ ウバ エ 3 齢幼

虫 に 、大型 ス ペ ク トロ グラ フ で分光 した 単色光

（monochromatic 　UV ：320 、330 、340 、360　nm ）
ま た は ブ ラ ッ ク ラ イ ト （polychromatic　UV ：

320−400 　nm ＞を用 い て UV を照射 した 。 照 射後の

幼虫 は 、一
部 を成 虫 まで 育て変異 原性 を調 べ た

（翅毛 ス ポ ッ トテ ス ト）。 残りの幼虫か ら DNA を抽

出 し、抗 原抗 体 反応 に よ る ELISA 法 を用 い て

photoproducts の 生成 を調 べ た 。

　 【結果 ・考察】 320 、330 、340nm で 、照躬

線量に依存 し て 変異原性 が検出 され 、ダ イ マ ーの

生成 もみ られ た 。 単位線量 あ た り の ダ イ マ
ー

生 成

量 と変 異原性 に は、相関 が み られ た 。 こ れ らの こ

とか ら、UVA 照射 に よ っ て 引き起 こ さ れる体細

胞 突 然 変 異 の 原 因 と し て 、 UVA に よ る

photoproducts の 生成が 示唆 され た 。 し か し、ブ

ラ ッ ク ラ イ トに よる UV 照射 で は photoproducts
が 検 出 され な か っ た こ と か ら 、高 線 量 の

monochromatic 　UV を短 時閤照射 した場合 と、低

線量 の polychromatic　UV を長時間照射 した場合 と

で は、その mutagenicity に 違い が ある の か も しれ

ない 。
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